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バーゼルⅡの枠組み

バーゼルⅠ
（現行規制）

バーゼルⅡ
（平成19年3月末より）

一律のリスク・ウェイトを適用 金融機関のリスク管理の水準に応じ、３つの
選択肢を用意。

標準的手法

現行規制を一部修正

基礎的内部格付手法

デフォルト確率を金融機関が推計

先進的内部格付手法

デフォルト確率に加え、デフォルト
時損失率等も金融機関が推計

事業法人、個人 100％

住宅ローン 50％

銀行（OECD加盟国所在） 20％

政府向け（OECD加盟国） 0％
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現行規制と同様に、ファンド内の個々の資産の信用リスク・アセットを算出し、足し上げ

標準的手法におけるファンドの取扱い

現行規制と同様に、ファンドに含まれ得る資産のうち、最大のリスク・ウェイトを不明部分に適用

- ソブリン向け債権（AAA～AA-格） ＝ ０％

- 我が国の政府関係機関向け債権等 ＝ 10％

- 銀行・事業法人（AAA～AA-格）向け債権等 ＝ 20％

- 住宅ローン ＝ 35％

- 銀行・事業法人（A+～A-格）向け債権等 ＝ 50％

- 銀行・事業法人（BBB+～BB-格）向け債権等 ＝100％

- 90日以上延滞債権（個別引当率20％未満、住宅ローン以外） ＝150％

- 証券化商品（BB+～BB-格：投資家の場合） ＝350％

- 証券化商品（無格付、劣後部分） ＝自己資本控除

（例１）ファンド内の個々の資産を把握することはできないものの、証券化商品が含まれていない
ことが分かっている場合 → 150％のリスク・ウェイトを不明部分に適用

（例２）ファンド内の個々の資産を把握することはできないものの、証券化商品と不良債権が
含まれていないことが分かっている場合 → 100％のリスク・ウェイトを不明部分に適用

ファンド内の資産構成を把握（ルックスルー）できる場合

ファンド内の資産構成を把握することが困難であるが、大枠は把握可能な場合
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内部格付手法（IRB）におけるファンドの取扱い

①ルックスルー方式

現行規制と同様に、ファンド内の個々の資産の信用リスク・アセットを算出し、
足し上げ

ファンド内の資産構成は
把握可能か？

ファンド内の資産のうち、
過半数以上が株式か？

②修正単純過半数方式

ファンドが全て株式等エクスポージャーで構成されていると見なし、300％
（上場株式のみで構成されている場合）又は400％のリスク・ウェイトを適用

ファンドの運用基準は
把握可能か？

③マンデート方式

ファンドの運用基準（マンデート）に基づき、ファンド内の資産構成を保守的
に仮定し、個々の資産の信用リスク・アセットを算出し、足し上げ

ファンドの時価は日次・
週次で入手可能か？

④内部モデル（VAR）方式

内部（VAR）モデルの利用に関し、当局の承認を得ている場合で、一定の
要件を満たしたファンドの時価（NAV）の変動率から所要自己資本を算出

ファンド内に高リスク商品
は含まれ得ないか？

⑤簡便方式

ファンド内に証券化商品（メザニン部分、劣後部分）や不良債権等の高リス
ク商品が含まれないことが確認できる場合は400％のリスク・ウェイトを適用

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

ファンドの取扱い（所要自己資本の算出方法）算出方法の適用基準

いいえ
⑤簡便方式

ファンドに対して1250％のリスク・ウェイトを適用


